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　ICT時代は自律した個人の多い国が優位にあ
る。それは、ダニエル・ピンクが 2001年フリー
エイジェントの時代で指摘した通りであり、経済
学者リチャード・ラングロアの言をまつまでもな
い。また、事実イノベーションの先端地では個人
がその主役であり、既にフリーランスという働き
方や考え方が定着している。彼の地のように個の
尊厳を互いに認め個を中核に据える生き方や働き
方は、これまで、日本人にはなじまないとか、絶
対無理だとして放置されてきたように思える。私
は日本各地でプレゼンテーションの機会を得た
が、所詮農耕民族ですからと指摘されることが多
かった。
　しかし、今世界が、とりわけ米国が個の能力を
活かし大きく飛躍する中で、日本はこの日本人に
なじまない改革に取り組まざるを得ないのではな
いか。嘗て組織力や現場力で勝ちとった成功体験
からの脱却を図らないととんでもないことになり
かねない。第二の黒船の到来に対し変革が求めら
れているのである。
　確かに、この 20余年の間政府は様々な施策を
実施した。会社の形にも変化が見られ経営に対す
る考え方も変わりつつある。しかし、なお開業率
が向上せず、企業においても余剰資金が滞留する
ばかりで経営者の投資マインドは活性化していな
い。ICT革命が本格化し、イノベーションの加

速化が予想されている中で、日本のアントレプレ
ナーシップの停滞は看過できない状況にあると言
える。マクロ経済でみた日本経済は、その競争力
（26位 IMD調査）、生産性（22位）、その結果と
して一人当たりの所得が 26位となるなど、その
凋落は甚だしく、看過できない状況に追い込まれ
ている。米国では様々な新産業が誕生しGAFA
や FAANGと呼ばれる新しい企業の台頭が著し
い。ドイツにおいてもシュレーダー改革により経
済が活性化し、第四次産業革命に向けて国を挙げ
て邁進している。中国も成長率は鈍化してはいる
が、なお高水準にあり、新産業分野では世界を牽
引するような大企業を誕生させ、その着実な歩み
に衰えはみえない。日本との差は縮まる気配はな
く、むしろインドや東アジア諸国の猛追を傍観す
るのみである。
　明治維新 150年、欧米列強に伍して戦うべく出
発した日本はその百余年後ジャパンアズナンバー
ワンとして世界に踊り出た。そして、製造業は
1980年代後半から 1990年代初めに世界を制覇し
た。競争力も一人当たりの所得も一位になった。
　今、その基幹構造に問題が起こっている。個の
時代を謳歌している欧米を考えるとき、近代を始
めた日本の基本構造にメスを入れないといけない
状況に追い込まれたと言わざるをえない。高々
150年のことである。日本が近代を始めようとし
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た明治に戻り、真摯に日本人という人々を回顧し
てみる必要があるのではないか。

　今我々にできることは、明治維新という日本近
代のスタート時点に立ち帰って、表面的な物理的
な近代化に帰した日本の近代を振り返ることでは
ないか。要すれば、近代という時代、西洋の人々
は何を求めたのか、どのようにして新しい時代を
創り世界を広げていったのか、その近代の精神を
学び直さないといけないということだ。それは、
欧州留学の現場で欧州の近代をつぶさに観察して
いた漱石が「みせかけの近代」と感じ、そして鴎
外が「安普請の近代」と評した彼らの問題意識と
符合する。
　弊学部で教えるキャリアデザインの基本も個の
自立・自律に始まる。わたくしは、キャリアデ
ザイン学部の教員としてアントレプレナーシッ
プ（以下 Eship）論及びシティズンシップ（以下
Cship）論を担当した。十年余年の長きにわたり
学生とつき合い、彼らの生い立ち、高校までの教
育、家庭での進路指導など、折に触れ勉強させて
もらった。時に彼らの人生のひだに触れるような
様々なエピソードも聞かせてもらった。彼らの太
宗は「偉くならなくてもよい、一つの職場で安泰
に過ごしたい」という所謂安心安定症に陥ってい
る。授業のアンケートで証左を得ている。Eship
論の授業の目的は学生のマインドを変えることに
ある。こころのありようを変えることにある。ま
た Cship 論も、近代を創り上げた欧米人の生活
意識・生活文化に根差す自主自立的なマインドを
理解させ当事者意識を涵養することにある。
　私はシリコンバレー研究を専門にしている。
1996年に発刊した『エンジェルネットワーク』
の副題にはベンチャーを育むアメリカ文化と記し
た。彼の地は自由でカジュアルでオープン、失敗
に寛容で転職がキャリアの手段として認知され、
競争相手との会話がイノベーションを推進して
いる。競争と協働を両立させているのである。そ
の彼の地が ICT時代の本格化の中で世界のイノ
ベーションの中心地として繁栄している。そして

そこに中国やインドの人々をはじめとするアジア
の民が水を得た魚のように大活躍している。日本
人は真似事でも彼の地の文化やものの考え方を学
ばざるを得ない状況に追い込まれているのではな
いか。事実、ICT革命の加速化は演技力でイノベー
ションを起こそうとする試みも彼の地では行われ
ている。
　私は弊学部に参加する前にオランダ人G.ホフス
テードの “Cultures　&　Organization”と遭遇し、
その文化比較論に引き込まれていた。同書ではア
ングロサクソンと日本人の差が如実に示されてい
る。メイフラワー協約に謳われた社会契約思想が
独立戦争を経て米国の社会インフラとなりビジ
ネス風土に根付き、本稿で取り上げるシリコンバ
レーのゲームのルールに埋め込まれている。今般、
私は改訂された “Cultures　&　Organization” で
詳述されている設問集にヒントを得て、自己文化
変容のプログラムを策定しようとしている。これ
は日本の大企業を欧米企業並みに活性化するため
のマネージャ研修において重要な役割を演じるの
ではないかと考えている。
　本稿では、筆者が開発した四象限自己診断とホ
フステードの設問を参考にして作成中の日本人の
「こころの OS」自己文化変容プログラムについ
て中間報告を行うものである。

　Ⅰでは、なぜこのプログラムが必要と思うに
至ったかについて、論理的帰結を示す。激変（加
速化する世界）と現実（凋落する日本）を理解し
たうえで、時代が求める変容力（その基盤にある
西洋近代の個人主義）を理解し、続いて変容力
に劣る日本、そしてその根源にある集団主義に引
きづられる日本の近代について認識を深めてもら
う。そのうえで、Ⅱで、意識変革の土台としての
自己文化変容プログラム（案）を提示する。

目　次
Ⅰ なぜこのプログラムが必要と思うに至った

か。
1　激変と現実
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イノベーションを起こすための自己文化変容プログラム（案）の提示

① ICT革命の加速化
②凋落する日本
③変革・新陳代謝が進む世界
④自律的個人の時代の幕開けを告げる学者
2　時代が求める変容力
その基盤にある西洋近代の個人主義
①他地域を圧する強さを見せるシリコンバ
レー
②シリコンバレー社会の基本構造
③時代を先取りする「こころのOS」の提示と
伝播
④これらを支える社会基盤
⑤ウインブルドン化するシリコンバレー
3　変容力に劣る日本
4　個人主義がかすむ日本の近代

Ⅱ イノベーションを起こすための自己変容プロ
グラム
1 西洋個人主義を学び直す―近代日本の反省と
二つの「こころのOS」へのチャレンジ―
2 自己変容プログラム概要
3 プログラムの内容詳述
1）四象限自己認識
2）講義
3）ワーク
①「こころのOS」自己認識検査
②「こころのOS」グループワークによる確
認
③エッセイ執筆「私たちは変わる」
④ 30秒 pitch「私は私のチームをこう変えた
い」

Ⅰ	 なぜこのプログラムが必要と思う
に至ったか。

1　激変（加速化する世界）と現実（凋落す
る日本）

① ICT革命の加速化　ますます差が開く
　音を立てて古いものが崩れさろうとしてい
る。今、私たちは ICT革命の真っただ中にいる。

2007年発売のアップル iPhone は、グーテンべル
クの活版印刷と同様のインパクトを社会に与える
革命的なメディアである。その革命は、AI（人
工知能）、Blockchain（分散型台帳信頼ネットワー
ク技術）、Cloudと相まって飛躍する。RPA（ロボッ
トによる業務自動化）が事務の、デジタルツイン
（現実世界のデジタルシミュレーション）が製造
業の現場ですさまじい勢いで普及し始めている。
ブロックチェインは、その分散性・パブリック性・
高度なセキュリティ性を有することから金融業界
のみならず、一般産業界で応用され会社の形態ま
で進化させる世紀の発明だ。始めてのウェブブラ
ウザ（モザイク）を創り現在シリコンバレーの代
表的キャピタルのパートナーとなったマーク・ア
ンダーリーセンをして「20年後、ブロックチェ
インは、今のインターネットの代替語になってい
る」と言わしめる。情報やアプリを天空にあるク
ラウドから直ちに引き出せるクラウドコンピュー
ティングサービスがコンピュータの一部になっ
た。ムーア原則の行き着く先は人間の能力を超え
るシンギュラリティ、すなわち2045年問題が現
実化している。Facebook のアクティブユーザが
中国やインドの人口を超え 20億人に達し、メッ
トカルフの原則が世界中を覆いつくしている。そ
してモノがインターネットにつながる IOTによ
り、製造業も様変わりとなるであろう。ドイツで
はインダストリー 4.0と称して国をあげて新しい
時代にチャレンジしている。
　MITのエリック・ブリニヨルソンとアンド
リュー・マカフィーは、ICT革命はデジタル化・
指数関数的上昇・新しい組み合わせという三つ要
素により加速化するとし、またノースウェスタン
大学とテルアビブ大学を兼務する経済史家ジョエ
ル・モカは、これからイノベーションはより大規
模に、今よりはるかにビッグなのものになると最
近の著作で予言している。ICT革命はこの三つ
の要素にシュンペーターの五つの結合と、そして
ドラッカーの七つの機会を掛け合わせたような状
況を現実化させているのである。
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②凋落する日本　くにの形・心の持ちように遠因
　日本は偉大な文明国だ。しかし、このままでは
明らかに時代に後れをとる。以心伝心、沈黙は金、
出る杭は打たれる、長いものには巻かれろ、寄ら
ば大樹の陰という諺が人口に膾炙するなど、単一
民族独特の人間関係の中で秩序を維持してきた。
加藤典洋は、日本人とは権威を利用して権力をつ
かみ、また権力に擦り寄ることで安定・安寧を得
ようとする人々だという。日本人は真面目で律儀
で勤勉な働き者であった。確かに追いつき追い越
せ時代はそれが功を奏した。しかしオープンイノ
ベーションの時代には、反って足を引っ張ってい
る。最近の日経経済教室（2017/9/7）では、暗
黙知に基づく現場力を妄信するのは時代遅れであ
り、システム化に逆行すると指摘されている。ま
た、オリンパス、東電、東芝、日本郵政、富士フィ
ルム、出光と日本的組織の問題が露呈し、さらに
は神鋼、日産、スバルなど製造業の現場からもア
ナログ経営のチェック体制の不備が次々と伝えら
れるに至っている。
　世界の企業の時価総額を見るとApple（約 80
兆円）を筆頭に Google（約 70）Microsoft（約
58）Amazon（約 49）Facebook（約 47）の米
国西海岸 ICT企業 5社がトップを独占し、その
あとを中国のアリババ（約 50）テンセント（約
40兆）が急迫している。日本企業は最大のトヨ
タで 20兆円程度、韓国のサムソン（約 30）のは
るか後方にいる。世界を制覇した電機産業には昔
日の勢いはなく、自動車産業も、テスラが瞬く間
に時価総額で GMを抜き、Google とともに業界
をリードしている。斯業界がシュアリング、コネ
クテッド化、EV化、自動運転などサービス産業
化を強める中で、日本の自動車産業の将来が不透
明になってきている。そして、日本の ICT企業
はソフトバンク（約 10）を除き存在感がない。
　金融界も激震が走っている。北欧では貨幣の電
子化が急速に進む。脱税や汚職などの非合法取引
の撲滅という大義の下、貨幣の廃止が進みATM
や銀行の支店は消える運命にある。ビットマネー
の法定通貨の検討も始まっている。またインドも

中国も後進性ゆえの電子化が急激に進んでいる。
往時世界のトップ 10を占拠していた本邦金融機
関は貨幣の電子化が著しく遅れる中、マイナス金
利とフィンテックの嵐に呻吟している。
　国のランキングで見ると、日本はスイスの
IMDによる競争力世界ナンバーワン（1988～
1992）に君臨したが、今（2017/6）や 26位（ビ
ジネス環境は 29位）、一人当たりGDPも 26位、
生産性は 22位（工場は 11位）、従業員の仕事熱
意度調査によると「やる気のない社員」は 7割を
占め「熱意あふれる社員」は 139か国中 132位に
ある。そして忌まわしくも債務のGDP比はギリ
シャを超え抜きんでての 1位、2.6倍である。経
済は戦後最長の好況と言われるが、成長率は低
く借金による先喰的側面も否定できない。資本
主義の象徴である株式市場は、株の保有者が日
銀・年金基金・外資が太宗を占め、きわめて危う
い。GDPは米国・中国に次ぐ世界第 3位である
が、中国の 5割にも達せず年々引き離されるばか
りで、このままでは近年好調のドイツに抜かれる。
　経済の将来の基盤を生み出す企業家活動は、
GEMの指標を見るまでもなく引き続き低調で、
彼我との差は改善されていない。また、日本の特
技であった組織力によるイノベーションは個人や
個性をベースに開花するシリコンバレーには及び
もつかない。

③変革・新陳代謝が進む世界
　米国企業の新陳代謝はすさまじいが、低成長・
高失業率に悩んだドイツも社会民主党政権下、
シュレーダー改革と呼ばれる雇用制度・企業代謝
の大改革を実行、今や経済は絶好調である。また
中国・インドの経済発展は目覚ましく、豊富な人
材と巨大な消費地を抱え、ICT巨人企業を続々
と誕生させている。

④自律的個人の時代の幕開けを告げる学者たち
　キャリア論の泰斗、エドガー・シャインは「組
織は衰退し、個人主義に回帰している」と個人キャ
リア論への転換を指摘し、経済学者リチャード・
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イノベーションを起こすための自己文化変容プログラム（案）の提示

ラングロアも市場の高質化が個人やスモールプレ
イヤーを経済の主役とすることを可能とし、アダ
ム・スミスの「見えざる手」から「見える手」の
大企業の時代を経て「消えゆく手」の時代になっ
たと分析している。また、近代を創造した彼らは
再帰的近代をこなし、強い個は進化を遂げマズ
ローの第 5段階、自己実現の世界にチャレンジし
ている。

2　時代が求める変容力　その基盤にある西
洋近代の個人主義（こころのOS）

①他地域を圧する強さを見せるシリコンバレー
　変容力が強さの源泉である。米国シリコンバ
レーでは、スマホがスタートアップを大衆化さ
せ、イノベーションの仕組みも従来のメンター→
エンジェル→キャピタルというヒューマンネット
ワークからアクセラレータなどを中核に据えたエ
コシステムに遷移し、イノベーションを加速化さ
せている。そして、働き方や働く場もフリーラン
ス、バウンダリーレスキャリア、サブジェクティ
ブキャリア、コワーキングスぺイスなど新しい形
態を生み出し、社会としても進化を遂げている。

②シリコンバレー社会の基本構造
　個々人の当事者意識の強さが地域の強さの根源
ではないか。昔から 3つOKは有名だ。失敗・転
職・競争相手との会話である。チャレンジを称揚
する文化があり、流動性の高い労働市場が担保さ
れ、多様な社会構造の中でオープンイノベーショ
ンにつながる助け合いの精神が地域の知恵として
醸成されている。要すれば、それらは欧州近代の
個人主義に発するものであり、欧州近代の協働の
市民社会思想に由来し、欧州近代のプロテスタン
トに根ざす挫けない回復力（resilience）の賜物
であるといえる。
　さらに、シリコンバレーでは地域全体として、
合理的な経済空間を作り出している。彼らはそ
れを生息地（habitat）と称し、10の特徴で整
理している。ⅰビジネスを育む合理的ルール　
ⅱ人間の知識・能力への信頼　ⅲ流動する高度

なグローバル人材　ⅳ信賞必罰・結果主義とい
う明快な判断基準　ⅴチャレンジを称揚し失敗
に寛容な風土　ⅵ政府の介入・組織の縛りが少
ない自由でオープンなビジネス環境　ⅶ個に発
する大学・研究機関・産業界との境界のない自
由度の高い相互交流　ⅷビジネスと政府そして
NPOとの協働・公共善の追及　ⅸ人間としての
生活の質の優先・確保　ⅹその他特徴あるビジ
ネスインフラの自発的構築である。そしてそこ
には、それらを支えるしっかりと人間を見つめ
る基本理念としての多様性（Diversity）と寛容
さ（Inclusion）が共有されている。

③時代を先取りする「こころのOS」の提示と伝播
　ICT革命は幾重の波となって事業機会をもた
らしている。彼らはその波をとらえるために「こ
ころのOS」の準備に怠りない。ネット革命当初
もサンマイクロシステムズやシスコシステムズな
どのリーダ企業が時代が求めるパラダイムを率先
して提唱していた。たとえば、「みんなで競争す
れば、 みんなが勝利できる」思想や、生涯学習や
企業ビジョンの重要性が指摘されビジネスは地域
のエコシステムそして働くことは決して苦しみで
はなくプレイ感覚（ものに興ずる熱狂性）が必要
だという考え方にもいち早く気づいていた。自由
で民主的で合理的判断を行うことを是とする文化
風土の上に、このような戦略的なパラダイムが構
築されていったのである。

④これらを支える社会基盤
　そして、彼の地には欧米近代の基本である強い
個人をサポートするカウンセリングシステム、時
代に柔軟に対応する慣習法／判例法という法制
度、各人が役割を負って人の信頼関係を維持す
るための明確な会社システムと会計制度がある。
翻って考えると、それらは、一にアングロアメリ
カンが営々として築き上げてきた市場メカニズム
を中軸に据えた資本主義を推進していった漸進的
新陳代謝（コモンロー）思想であり、二に有限責
任でエクイティを駆動するダイナミズムに満ちた
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仕組であり、三に勤勉で正義感が強く自主自立の
プロテスタンティズムに、裏打ちされている。こ
れらが、米国の僻地であったシリコンバレーに自
由を求める有能な志ある人材を集め、彼らが市場
的（功利的）人間行為と情緒的（贈与的）人間行
為のほどよいバランスの中で、イノベーションを
起こしているのである。しかも、シリコンバレー
はサンノゼ市を除き中小都市の連合体として存在
し、豊かなコミュニティを保持しながら民主主義
的社会秩序が貫徹されている。

⑤ウインブルドン化するシリコンバレー、闊歩す
る自律するアジア人
　プレーヤーは米国にとどまらず、世界から集
まってくる。高名な欧州勢に加え、中国やインド
の人たちが水を得た魚のように活躍している。彼
らは個人主義を唱えアングロサクソンの創ったビ
ジネスプラットフォームを謳歌している。シリコ
ンバレーでもサンフランシスコでも外国人比率
は 30％を超え、日本人から見ると異様な多文化
の時空間を生みだしている。ICT革命は昨今モ
ノづくりへの回帰現象がみられるが、この地域
はHAXや PCHなどのモノづくりのコワーキン
グスペイスも誕生させている。そしてそれらは製
造業の世界の拠点となった中国深圳と直結してい
る。その深圳も外国人比率が高い。ICTハイテ
ク地域はグローバルなネットワークを形成し、そ
してウインブルドン化しているのである。

3　変容力に劣る日本
　日本の経済社会システムは、優秀な官僚の主導
の下、追いつけ追い越せのスローガンンを掲げ、
政官財の強固なネットワークを形成し、また終身
雇用・年功序列・企業組合という独特の雇用シス
テムを背景とした勤勉で忠誠心の高い労働者とと
もに一体となって、ジャパン株式会社と揶揄され
ながらも 1980年代製造業は世界市場を席巻する。
しかし、今やそれらはそれぞれの利権や省益を守
る強烈な岩盤と化し、我が国の変革を阻んでいる。
強い権限を与えられた官僚システムや独特の雇用

制度は戦時中の国家総動員体制を継承したもの
で、極めて社会主義的なシステムであり、個人が
主役の今経済にはそぐわないものとなっている。
この間、人々はパターナリズムに飼いならされ寄
らば大樹思想が蔓延し、自主自立の精神、Eship
が払底する由々しい状態に立ち至っている。と同
時に企業も機動性に乏しいピラミッド型の巨大組
織と化し、世界の趨勢となったオープンイノベー
ションに疎く、ここちよい自前主義・職人芸的な
すり合わせ技術に信頼を寄せ、コンピュータの発
展とそれに伴うサービス産業化を前にしても、モ
ノづくり崇拝から脱却できず、それが失われた数
十年に帰結した。経営陣は株の持ち合いの解消・
物言う株主との対話などを行うも、日本社会はな
お鎖国的状況に甘んじ前例踏襲のコトナカレの保
守的な体質を拭いさることができない。結果、真
のリーダの擁立が難しく、無責任に流れがちでそ
れが隠ぺい体質を生み、内部告発を許さない集団
的意識を残存させている。昨今相次ぐ大企業の不
祥事もこのような文化風土に根ざすものである。
時代が求める Eship やイノベーションなど、期
待すべくもなく、ましてや経営の基本となってい
る人類の究極の理念、ダイバーシティそしてイン
クルージョンなど理解すべくもなかった。

4　個人主義がかすむ日本の近代
　個人主義とは日本人のいうエゴイズムのことで
はない。個は孤独である。だからこそお互いの個
の尊厳を認め合い、互いにつながり助け合おうと
する強い意志・当事者意識がある。その個の能力
の一つが Eship であり、それはミーゼスが言う
ように人間としての当然の合理的な行動原理と言
える。
　近代国家を目指した時代、諭吉は近代の精神と
して合理性の啓蒙を行ったが、国は文明開化殖産
興業を急がざるを得ず、坂の上の雲を見つめた時
代（合理性優位の時代）のあとは、坂道を転げ落
ちるが如く集団主義的な思想に転換していくので
ある。あげく、天皇を神格化した国家共同体を完
成させる。既述の通り、鴎外は「日本の近代は安
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普請」、漱石は「見せかけの近代」と慨嘆したが、
人々の心は天皇に収奪され、国民は一丸となって
戦争に突き進んでいった。戦後は、市場経済プラッ
トフォームとしての新憲法が制定されるが、「く
に」の形は維新後の中央集権体制が 1940年体制
で強化されたまま温存され、結果それが戦後の追
いつき追い越せ時代には功を奏した。人々は、企
業という共同体に吸い上げられ企業戦士に仕立て
あげられる。そして日本は、ジャパンアズナン
バーワンと世界から称賛され、競争力世界No.1
の地位（1989～ 1992）に上り詰める。その後の
日本はバブル経済の崩壊を経て失われた数十年を
経る中で日本社会の古層が露出してくる。つまり、
ⅰ）欧米は近代を超えたが人々の精神は近代前で
あり、ⅱ）個の尊厳など自由と民主主義という概
念も未消化で、ⅲ）社会の深層には個の自由や自
立に相反する根深い文化が流れている、という三
つの問題である。加えて国民には五つの主義がビ
ルトインされ顕在化するようになる。それらは正
解主義・理論信仰・合意主義（簡単にみんなで決
めて簡単に破棄）、集団主義（群れる／個別性に
優先する徒党性）、無謬主義である。おとなしく
て律儀で、相互監視でお互いを束縛し、自主性や
自発性を発揮しにくい文化を醸成してしまってい
る。
　近代の基幹問題に立ち返らないといけない。問
題の一つは個人主義の基本である私的所有権意
識（日本人の薄弱性＝上納意識）であり、第二に、
配分の正義（過度の平等主義）と交換の正義（市
場メカニズムの利用）のバランス、言い換えると
政治的決定を優先させるのか経済合理性決定を優
先させるのかのバランスの問題である。三つ目は
排他的他利主義と対極の寛容な個人主義を是とす
る考え方をとることができるのかという問題であ
り、四つ目は補完性の原理の導入という地域自治
の問題、さらには、行政がトップダウンの事前調
整型から臨機応変の対応可能なボトムアップの事
後調整型の、2001年の司法改革会議で一度は議
論された国の仕組みの問題もある。さらに言うな
ら知財サービス社会に遅れる物権法・債権法の法

意識の見直しが必要である。なお、日本人の無責
任性に通じる有限責任意識や受託／委託の理解に
ついても問題がある。

Ⅱ	 イノベーションを起こすための自
己変容プログラム

1	 西洋個人主義を学び直す―近代日本の反
省と二つの「こころのOS」へのチャレン
ジ―

　これまで様々なことを試みたが日本人のEship
レベルの向上には結びついていない。今、ここに
至っては根本問題として日本人の精神構造に踏み
込まざるをえないと考える。それはとりもなおさ
ず、明治維新に立ち戻りEshipの基本にある西洋
個人主義を学び直さないといけないということで
ある。日本人を捨てろと言っているのではない。
それは他の自律心の高いアジア人のようにシリコ
ンバレーで伍して戦うために個人主義の「こころ
のOS」も演じ分けようということであり、その
ために日本人は勇気をもって奮起し覚悟をもって
別の自分を演ずるということだ。我々は日常的に
もキャラを演じ分けている。シリコンバレーに発
したデザイン思考も、自分の感性を呼びさまし、
さまざまなキャラを演じ分けて新しい発想でイノ
ベーションに繋ごうとしている。また、日本人が
好むヒューマンコミュニケーションなどのスキル
講座も、要すればアングロマインド（自立性の高
い英米人）養成プログラムと言ってよい。傾聴・
アサーション・アイメッセージ・ファシリテーショ
ンなどなどである。自律性の喚起を求めるプログ
ラムが既に個に膾炙している。
　ここでとりあげる自己文化変容プログラムは、
繁栄する彼の地の「こころの OS」が日本人の「こ
ころのOS」の対極にあることを教え、その対極
の地（シリコンバレー）の変容力を頭に叩き込み、
しかも、アジア人がそこで大活躍していることに
気付かせた上で、彼らの「こころのOS」と日本
人の「こころのOS」を演じわけることを動機づ
けることを目的にしている。
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　米国の企業大学のバブソンカレッジのテキ
ス ト “New・venture・creation” の 第 1部 は
entrepreneurial-mindである。アントレプレナー
シップ論での枢要な部分は経営手法的なものでは
なくて、マインドセット（こころのOS）への気
づきであると考えている。シリコンバレー的には
時代パラダイムの理解と自己演技力であり、経営
文化学者ホフステード的には「こころのOS」の
問題である。本試みは、日本人にEship 教育の
要諦である「こころのOS」の変容を行うもので
ある。生徒・学生に加え、組織に染まってはいる
がこれからの日本を支える企業の中間管理職（マ
ネージャクラス）を意識した自己変容プログラム
でもある。そして、それは、とりもなおさず、今
日本人に必須のイノベーションを起こす「こころ
のOS」となるべきものである。

2	 自己変容プログラム概要
　プログラム的には 1）四象限自己認識 2）講義（激
変と凋落）（繁栄する地域と変容力）3）ワーク①「こ
ころのOS」自己文化認識検査②「こころのOS」
グループワークによる日本人／日本社会の理解③
エッセイ「今日の学び―私たちは変わる―」の執
筆④決意表明 Pitch「自分の人生／これからの企
業生活」で構成される。
　講義では、ショック療法的に、激動する世界、
日本の惨憺たる現状と彼の地の変容力、日本の歴
史的認識（近代の精神を持たない従属の民）など
の認識を深め、ワークでは、ホフステードの設問
の修正加工版でいくつかの設問に答えさせ、彼の
地と日本を対比させ、ⅰ）日本人がどちらの世界
にいる人々か、ⅱ）イノベーションはどちらの世
界で起きそうなのか、ⅲ）本当の自分はどの世界
にいるかを考えさせる。その上でグループワーク
を行い、「こころの OS」の使い分けの必要性を
共有する。そして言語化（エッセイ執筆）し決意
表明（Pitch）を行うことにより動機づけを高め
るものである。

3　プログラムの内容詳述
1）四象限自己認識
　今の自分がいる象限をあまり深く考えないでⅠ
ⅡⅢⅣで示す。

 
 
 
 
 
 
 
 

あなたはどこにいますか

自我が目覚めている

ひとりで責任とる みんなで責任をとる

自我が目覚めていないと思う

2

Ⅱ

Ⅲ Ⅳ

Ⅰ

2）講義
①激変
ⅰ音を立てて旧いものが・・・
ⅱ個の時代
ⅲ変曲点
ⅳ組織から個人主義の時代に
②凋落
ⅰ日本の国力
ⅱ時価総額トップテン　西海岸と中国
ⅲ家電と半導体の壊滅
ⅳ新陳代謝／イノベーションが進まない日本の諸
項目のいくつかについてクイズを実施する。

③繁栄する地域
ⅰ GAFAなど有力企業の結集およびすさまじい
人材交流と創発

ⅱ第二次シリコン化現象　GEデジタル社（サン
ラモン）、SAP／トヨタなど有力企業の集積
ⅲプレイヤは世界から。闊歩するアジア人。
④変容力
ⅰもともとの風土　三つのOK
ⅱ心のもちよう：計画的偶発性理論　好奇心、柔
軟性、執拗性、楽観性、リスクテーク、

ⅲシリコンバレーのエコシステムとそれを支える
ホメオスタシス
 ―贈与経済的人間関係から市場経済的人間関係
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への華麗なる変身―
ⅳ最近のイノベーションの手法：デザイン思考：
10のキャラを演ずる

⑤日本とイノベーション―明治 150年／戦後 70
年／失われた 30年―

　ここまでおちぶれる原因　原点にもどって西洋
近代を考察する。
　個人としては素晴らしい日本人（個人主義）が
なぜ落ちぶれるのか？

3）ワーク
具体的な設問は以下のとおり。
①「こころのOS」自己文化認識検査
　「こころのOS」について、七つのジャンルに
分けてAとBの二通りの世界（7× 2＝ 14の異
なる「こころのOS」の世界）が、示されています。
ⅰ、皆さんは、どちらの「こころのOS」で生き
ていますか？よく読んで選んでください。
ⅱ、皆さんは、会社では、どちらの「こころの
OS」で仕事をしていると思いますか、よく読
んで選んでください。

　七つのジャンル×二通りの世界（7× 2＝ 14の
異なる「こころのOS」の世界）

◎集団主義的な社会と個人主義的な社会の基本的
な違い
一般的な規範、家庭
A
・ 子どもは「われわれは」という視点から物事を
考えるように学んでいく。

・ 内集団と外集団とで価値観の基準が異なる。
・ 常に調和が保たれねばならず，本心をおさえ直
接対決をさける。

・ 友人は、状況や立場で決まっていくことが多い。
・ コミュニケーションは状況に左右されやすい。
・ 会社や学校などの公共の場でのつきあいが多
い。

・ 不法行為を犯すことは，本人とその内集団に
とって恥である。面子を失うことは避けたい。

B
・ 子どもは「私は」という視点から物事を考える
ことを学ぶ。

・ すべての人に対して同じ価値観が適用される。
・ 対立することもあるが、自分の心の内を語る人
こそ，誠実な人物である。

・ 友人関係は自発的なものであり，育むべきもの
である。

・ コミュニケーションは状況に左右されにくい。
・ わが家は自分の城である。
・ 不法行為を犯すことは，正義に反することで、
罪の意識をかき立て，自尊心を傷つけることで
ある

言語，パーソナリティ，行動
A
・ 「私」といういい方を避ける。
・ 相互依存的な自己。
・ パーソナリティ・テストでは内向性を示すスコ
アが高い。

・ 悲しみを表すことは勧められるが，幸せを表す
ことははばかられる。

・ 歩く速度が遅い。
・ 消費パターンは依存的で流行に左右されやす
い。

・ 障害者はできるだけ目立たないように生活する。
B
・ 「私」といういい方をよくする。
・ 独立した自己。
・ パーソナリティ・テストでは外向性を示すスコ
アが高い。

・ 幸せを表すことが勧められ，悲しみを表すこと
ははばかられる。

・ 歩く速度が速い。
・ 消費パターンは自分で決める。
・ 障害者は通常の生活にできるかぎり参加すべき
である。

学校・職場・コミュニケーション技術
A
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・ 生徒は，集団から認められたとき授業中に発言
する

・ 教育の目的は，手に職という言葉で代表される
ように専門性やhow-to など具体的な方法を学
習することである。

・ 大学などの卒業証書を得ることは，より地位の
高い集団の一員となる道を開く。

・ 会社や会社グループを越えての職業移動が低
い。

・ 社員は内集団のメンバーとして内集団の利益を
追求する。

・ 採用や昇進は，社員の内集団についての情報が
考慮される。

・ 雇主と社員の関係は，家族関係と同じく基本的
に道徳的なものである。

・ 経営とは，集団をいかに管理するかである。
・ 部下を直接評価すると調和が乱れる
・ 集団に関係ある顧客は優遇される。
・ 人間関係が職務よりも優先される。
B
・ 生徒は授業中，個人として発言が期待される。
・ 教育の目的は，学習の仕方を学ぶことである。
・ 卒業証書を得ることは，経済力ばかりでなく，
自尊心を高める。

・ 職場は会社という枠にとらわれず移動性が高
い。

・ 社員は経済合理性に基づいて行動する「経済人」
であり，雇主の利益が自らの利益と合致した場
合に，雇主の利益を追求する。

・ 採用と昇進は技量とルールのみによって決定。
・ 雇主と社員の関係は労働市場の相互の契約であ
る。

・ 経営とは，個人をいかに管理するかである。
・ 経営のトレーニングでは感情を正直に共有する
ことが教えられる。

・ すべての顧客は同じ扱いを受ける。
・ 職務が人間関係よりも優先される。

◎不確実性の回避の弱い社会と強い社会の基本的
な違い

一般的な規範、家庭
A
・ 人生に絶えずつきまとう不確実性は，脅威であ
り，取り除かれねばならない。

・ ストレスが高く，不安感が漂っている。
・ パーソナリティ・テスト：「神経症的傾向」の
スコアが高い。

・ 危険についてよくわかっている場合は受け入れ
るが，あいまいな状況であったり，危険につい
てよくわからない場合は恐れる。

・ 汚いものややってはいけないことは，子どもた
ちは厳しく教えられる。

・ 相手により呼び方が異なる。
・ 違うということは危険である。
・ 家庭生活はストレスに満ちたものである。
B
・ 確実でないということは，人生の自然な営みで
あり，それを受け入れている。

・ ストレスは低く，不安感も低い。
・ パーソナリティ・テストでは「調和性」のスコ
アが高い。

・ あいまいな状況であっても，危険についてよく
わからなくても，平気である。

・ 汚いものややってはいけないことについて，子
どもたちはあまり厳しくいわれない。

・ 相手が異なっても呼び方は共通している。
・ 違うということは好奇心を刺激する。
・ 家庭生活はくつろいだものである。

健康　教育　買い物
A
・ 医師が多く看護師が少ない。
・ 学生は構造化された学習の場を好み，正確に答
える

・ 教師たるものは何についてもこたえられると考
えられている。

・ 教師は両親に情報を与える。
・ 買い物では安心で清潔な商品を求める。
・ 新車を買い，家の修理は専門家にまかせる。
・ 広告では専門性でアピールする。
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B
・ 看護師が多く医師が少ない。
・ 学生は自由な学習の場を好み，討論に関心があ
る。

・ 教師が「私にはわからない」ということもある。
・ 教師が両親を巻き込む。
・ 買い物では便利な商品を求める。
・ 中古車を買い，家の修理は自分で行う。
・ 広告ではユーモアでアピールする。

仕事　組織　動機づけ
A
・ 雇用先を変えることが少なく勤務時間が長い。
・ たとえ守られることがないとわかっていても，
規則を求める気持ちがある。

・ 一生懸命働こうとする内面的な衝動がある。
・ 時は金なり。
・ 正確さと形式化が求められる。
・ 専門家や技術的解決が信用される。
・ 最高経営者は日常業務に関心がある。
・ 革新では劣っているが，実行では優れている。
B
・ 雇用先を変えることが多く，勤務期間が短い。
・ 絶対に必要な親則以外は必要ない。
・ 必要なときにのみ一生懸命働く。
・ 時間は自分を方向づける枠組みである。
・ あいまいさと混沌への寛容さがある。
・ ジェネラリストと常識が信用される。
・ 最高経営者は戦略に関心がある。
・ 革新では優れているが，実行では劣っている。

市民　国家
A
・ 数多くの細かい法律や暗黙の了解がある。
・ 守れない法律であっても必要である。
・ 司法への訴えに対する結果が出るのが遅い。
・ 国家当局と比べると，市民は無力である。
・ 市民の抗議行動は制圧されるべきである。
・ 官僚は法学部出身である。
・ 市民は政治に興味がない。

・ 市民は政治家や公務員，司法システムを信用し
ていない。

・ ボランティア団体や運動に参加する割合が低
い。

・ 外部から見て汚職が多い。
・ 保守主義，法と秩序を重んじる。
・ 若者に対して否定的な態度をとる。
・ 過激派の存在とその抑圧がある。
B
・ 法律や暗黙の了解が少なく，あっても一般的な
ものである。

・ 守れない法律であれば，変更されるべきである。
・ 司法への訴えに対する結果が出るのが早い。
・ 国家当局と比べても，市民は力がある。
・ 市民の抗議行動が受け入れられている。
・ 官僚は法学部出身ではない。
・ 市民は政治に興味がある。
・ 市民は政治家や公務員・司法システムを信頼し
ている。

・ ボランティア団体や運動に参加する割合が高
い。

・ 外部から見て汚職が少ない。
・ リベラリズム。
・ 若者に対して肯定的な態度をとる。
・ 過激な思想に対しても寛容である。
　いずれもホフステッドの設問を抜粋加筆修正し
たものである。

②「こころのOS」グループワークによる日本人
・ 日本社会の理解／イノベーションの土台の確認
①の結果を踏まえ、今度はグループで議論してみ
てください。
ⅰ、どちらの「こころのOS」で生きていますか？
グループで共有してください。

ⅱ、会社では、どちらの「こころのOS」で仕事
をしていると思いますか？

グループで共有してください。
ⅲ、日本の会社としては、どちらの「こころの
OS」で仕事をするよう指導していると思いま
すか？グループで話し合ってください。
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ⅳ、それぞれのジャンルについて、どちらの「こ
ころのOS」のジャンル（組織・社会）が組織
活性があるか、あるいはイノベーションを生み
出しやすいと思いますか。グループで議論して
みてください。その結果を○で囲んでください。
ⅴ、グループ結果発表。
ⅵ、まとめ、小さな組織から「こころのOS」を
変える努力をしてみよう！

③エッセイ執筆「今日の学び―私たちは変わる？
―」（800字以上）

④30秒 pitch　「私は私のチームをこう変えたい」

参考文献
三谷太一郎『日本の近代とはなんであったか」
2017/3 岩波新書

田中修『日本人と資本主義の精神』2017/8 ちくま
新書

中田敦『GE巨人の復活』2017/6 日経 BP
野中郁次郎・広瀬文乃『イノベーションを起こす組
織』2017/7　日経 BP

櫛田健児『シリコンバレー発アルゴリズム革命の衝
撃』2016/9 朝日新聞出版

ドン・タプスコット、アレックス・タプスコット『ブ
ロックチエーンレボルーション』ダイヤモンド
　2016/12

エリック・ブリニュルフソン、アンドリュー・マカ
フィー『ザ・セカンド・マシン・エイジ』日経
BP　2015

ピーター・ティール『ZEROtoONE』NHK 出版
2014

東京商工会議所『ビジネスマネージャ検定試験　公

式テキスト』中央経済社 2014
伊佐山元『シリコンバレー流世界最先端の働き方』
中経出版 2013

Geert Hofstede, Gert Jan Hofstede and Michael 
Minkov “Cultures and Organizat ion 
Software o f  the Mind” McGraw-Hi l l 
Education 2010

G・ホフステード、G・J・ホフステード、M・ミン
コフ『多文化世界』有斐閣 2013

奥出直人『デザイン思考と経営戦略』NTT出版
2012

山崎秀夫『スマート革命』中央経済社 2012
トム・ケリー『発想する会社』早川書房 2002
トム・ケリー『イノベーションの達人』早川書房
2006

岡本浩一・鎌田晶子『属人思考の心理学』新曜社
2006

山崎秀夫『ナレッジ経営』NRI 野村総合研究所
2000

岸見一郎『アドラー心理学入門』KKベストセラー
ズ 1999

野中郁次郎・竹内弘高『知識創造企業』1996　東
洋経済新報社

エマニュエル トッド『新ヨーロッパ大全』1992　
藤原書店

今井賢一・金子郁容『ネットワーク組織論』1988
岩波書店

小門裕幸　『キャリアデザインという自己変革・社
会変革』2012 泉文堂

　同　　　『アントレプレナーシップとシティズン
シップ』2012 法政大学出版局

　同　　　『エンジェルネットワーク―ベンチャー
を育むアメリカ文化―』1996 中央公論新社

14_小門_Vol15-1.indd   212 17/11/20   15:59


